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▲新吞川の共同船着場跡にできた防災船着場
（撮影＝クラカタヒロシ）

▲かつてここが川だったことを今に残すように橋を
くぐる旧吞川緑地　（撮影＝クラカタヒロシ）

▼旧吞川上流に舳先を向けて舫っている海苔船（所蔵＝大田区立郷土博物館　撮影＝田中守男）
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◆
あ
の
ね
・・・

○
ふ
ー
ん
な
る
ほ
ど
！

　◇
そ
れ
は
い
え
な
い

うわさの動物

まちあるきが楽しくなるおもしろ投稿募集中！

田
区
を
ほ
ぼ
南
北
に

縦
断
す
る
よ
う
に
流

れ
て
い
る
呑
川
。
か
つ
て
は
、

灌
漑
用
水
、
農
業
用
水
と
し

て
利
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、

カ
ン
マ
ガ
リ
（
川
曲
が
り
）

で
飲
み
水
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
「
呑
川
」

大

の
名
称
が
つ
い
た
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
、
住
民
生
活
に
は
欠

か
せ
な
い
川
だ
っ
た
。
し
か

し
、
大
正
時
代
か
ら
始
ま
っ

た
宅
地
造
成
や
工
場
用
地
の

造
成
を
目
指
し
た
耕
地
整
理

の
結
果
、
雨
水
を
浸
透
さ
せ

る
田
畑
が
な
く
な
り
、
幾
度

と
な
く
洪
水
を
引
き
起
こ
す

よ
う
に
な
る
。
中
で
も
、
一

九
一
七
（
大
正
６
）
年
の
台

風
の
被
害
は
甚
大
で
、
森
ヶ

崎
地
域
で
は
住
宅
の
天
井
ま

で
水
が
上
が
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
大
水
害
を

受
け
て
、
呑
川
の
夫
婦
橋
付

近
か
ら
下
流
ま
で
の
流
路
を

二
手
に
分
け
、
東
京
湾
に
流

す
こ
と
で
、
水
害
を
防
ぐ
こ

と
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
工

事
は
、
当
時
、
河
口
か
ら
夫

婦
橋
ま
で
あ
っ
た
「
藤
兵
衛

堀
」
を
拡
張
し
、
一
九
三
五

（
昭
和
10)

年
、
現
在
の
新

呑
川
が
完
成
し
た
。

地
域
に
根
づ
く

地
域
を
支
え
る
呑
川

森
沖
は
海
水
と
真
水

が
適
度
に
混
ざ
り
合

う
格
好
の
海
苔
魚
場
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
新
・
旧
呑

川
に
は
、「
ベ
カ
舟
」
と
呼

ば
れ
た
海
苔
採
り
用
の
小
舟

を
積
ん
だ
船
が
行
き
来
し
、

ベ
カ
舟
で
採
集
し
た
海
苔
を

川
沿
い
の
係
留
地
ま
で
運

大

新
呑
川
の
誕
生

行
者
や
自
転
車
の
た

め
の
専
用
道
路
、
様
々

な
遊
具
や
人
工
的
な
せ
せ
ら

ぎ
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
旧
呑

川
緑
地
。
北
糀
谷
一
丁
目
か

ら
呑
川
水
門
に
か
け
て
は
約

歩

■

公
園
と
な
っ
た
旧
呑
川

び
、
加
工
し
て
干
し
海
苔
と

し
て
い
た
。
一
九
三
九
（
昭

和
14)

年
に
は
夫
婦
橋
の
た

も
と
に
共
同
船
揚
場
が
完

成
。
周
辺
地
域
の
発
展
に
と

も
な
い
種
々
の
荷
揚
げ
に
も

利
用
さ
れ
、
大
森
の
地
場
産

業
で
あ
る
海
苔
漁
業
を
支
え

た
新
・
旧
呑
川
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
、
工
業
化
の

進
展
に
伴
い
、
水
質
が
悪

化
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

目
前
に
迫
っ
た
一
九
六
二（
昭

和
37
）
年
、
三
〇
〇
年
続
い

た
海
苔
漁
業
が
終
焉
を
迎

え
、
呑
川
の
役
割
も
失
わ
れ

た
。
旧
呑
川
は
、
一
九
五
五

（
昭
和
30
）
年
頃
か
ら
埋
め

立
て
が
行
な
わ
れ
、
一
九
七

五
（
昭 

和
50
）
年
、
現

在

の
緑
地
が
出
来
上
が
っ
た
。

大
田
区
立
東
蒲
小
学
校
の
裏

門
あ
た
り
か
ら
、
産
業
道
路

を
渡
っ
て
大
森
避
難
橋
の
手

前
ま
で
、
全
長
約
一
・
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
緑
地

が
続
い
て
い
る
。

え
っ
た
。

　
緑
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
旧

呑
川
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
整
備
さ
れ
た
新
呑
川
。
ふ

た
つ
に
分
か
れ
た
呑
川
は
そ

れ
ぞ
れ
の
顔
で
現
在
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

二
六
〇
本
の
サ
ク
ラ
が
植
え

ら
れ
、
地
域
の
お
花
見
の
名

所
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
自
治
会
な
ど
が
「
ふ
れ

あ
い
パ
ー
ク
活
動
」
と
し
て

こ
こ
の
日
常
管
理
に
携
わ

り
、
地
域
の
庭
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
。
共
同
舟
揚
場
の

あ
っ
た
夫
婦
橋
の
た
も
と
に

は
、
二
〇
〇
〇（
平
成

12
）
年
、
夫
婦
橋
親

水
公
園
が
完
成
。
新

呑
川
は
、
大
震
災
発

生
時
、
新
呑
川
を
物

資
等
の
緊
急
輸
送
経

路
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
親
水
公
園
に
は

一
五
〇
ト
ン
ま
で
の
船

が
接
岸
で
き
る
防
災
船

着
場
が
整
備
さ
れ

た
。
か
つ
て
の
共
同
舟

揚
場
が
防
災
拠
点
と

し
て
現
在
に
よ
み
が
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